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審 査 結 果 の 要 旨 
冠動脈の狭窄または閉塞により冠動脈血流の低下が遷延すると, 心筋は可逆的な虚血傷害から不可
逆的な傷害に進展する. 心筋虚血を臨床的に評価する検査は存在するが, 虚血の程度を外科手術の




ラットの摘出心を 37℃ Tyrode 液の灌流停止により全虚血とし, 心外膜直下心筋を Raman 分光顕
微鏡(532 nm 励起)を用いてスペクトルを経時的に測定した.その結果, 全虚血 10 分後から 750 cm-1 お
よび 1127 cm-1 の Raman スペクトル強度の絶対値(還元型チトクロム c および b に相当)は進行性に増
加した. また, 経時的な自家蛍光の増加がスペクトルの絶対値に影響する可能性も考慮し, 虚血中に
構造的変化が少ないと考えられる脂質由来の band (CH2 bending による 1450 cm-1 の Raman ピークに
相当)を基準として各スペクトル強度の絶対値に対する比を取り経時的な比較をしたところ, 絶対値
の経時的変化と同様の傾向を示した. これら虚血早期(30 分以内)に出現する 750 cm-1 および 1127 
cm-1 の Raman スペクトル強度の増強は, ミトコンドリアの酸素消費量低下と一致しており, 還元型
チトクロムが増加していることを鋭敏に検出し得た. さらにこれらのスペクトル変化は虚血プレコ
ンディショニングにより強度が減弱したため, これら Raman スペクトルの絶対値またはスペクトル







  平成 29 年 2 月 16 日 
審査委員 教授  奥 田   司  ㊞ 
 
審査委員 教授  佐 和 貞 治  ㊞ 
 
審査委員 教授  丸 中 良 典  ㊞ 
